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実験文字学の構想 

 

池田  潤 †  

 

【 要 旨 】音声言 語と文字 言語が本 質的に異 なる研究 対象だと考える

立 場 に 立つ と 、 2 0 世 紀 の 言 語 学 は音 声 言 語と 文 字 言語 の ね じれ た

半 面 を 重点 的 に 研究 し て きた こ と にな る 。 ねじ れ を 是正 す る には、

音声言 語研究と 文字研究 を本格的 に確立す る必要が あり、これこそ

が本学 会が挑む べき課題 のひとつ だと筆者 は考える 。この考え方を

踏まえ 、本稿で は実験文 字学を構 想し、研 究の事例 を紹介す る。  

 

キ ー ワ ー ド ：音声言語、 文字言語 、音法論 、視覚文 字学、 ERP 

 

1 . は じめに  
筆者は 別稿（ 池田 2 0 0 6）において 、音声言語 と文字言 語は統語 的、語 用論的、

語彙 的に異な る別の言 語ないし 言語変種 であり、 それぞれ 別個に記 述すべき対

象で あると述 べた。ま た、音声 言語優先 を標榜す る現代言 語学が実 際には文字

言語偏 重主義に 満ちてい るという L i n e l l（ 2 0 0 5）の主張を紹介 した。そ のうえ

で、次 のような 指摘をお こなった 。  
 

2 0 世紀 の言語学 は音声言 語と文字 言語を混 同したま ま展開したため、

音 声 言 語 の 素 材 に 関 す る 研 究 が 飛 躍 的 に 進 展 し た 半 面 、 文 や 句 と い う 文

字 言 語 の 単 位 に 立 脚 し た 文 法 研 究 が 音 声 言 語 研 究 と 称 し て 行 わ れ る 結 果

となっ たのであ る。 2 1 世紀の言語 学に求め られるの は、この 混同から脱

却し 、両者を別 個の研究 対象とし て確立す ることで ある 。（池田 2 0 0 6 :  3 2 9） 
 

これ を図示す ると、次 のように なる。す なわち、 音声や文 字によっ て同一の言

語が表 示される （図 A） のではな く、音声 が表示す る言語と 文字が表示する言

語は 統語的、 語用論的 、語彙的 に異なる 別の言語 であり、 前者を音 声言語、後

者を文 字言語と 呼び分け る必要が ある（図 B）とい うのが筆 者の主張 である。  
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図 A                              図  B  

 

図 B で網掛けを 施した部 分が、上述の「 音声言語の 素材に関 する研究 」と「文

や句と いう文字 言語の単 位に立脚 した文法 研究 」という 2 0 世紀の言語 学が力を

傾注し てきた研 究領域で ある。図 A のよう に音声言 語と文字 言語を同一の「言

語」と みなすな ら、 2 0 世紀の言語 学は「言 語」とそ の最も重 要な表現 実質であ

る「音 声」を研 究してき たことに なる。と ころが、図 B のように音声 言語と文

字言語 が本質的 に異なる 研究対象 だと考え る立場に 立つと 、2 0 世紀の言語学は

音声 言語と文 字言語の ねじれた 半面を重 点的に研 究してき たという ことになる。

筆者は 図 B の立場に立ち 、このね じれを是 正するこ とこそ が 2 1 世紀の言語学

のひと つの大き な課題だ と考える のである 。  

ねじ れを是正 するには 、網掛け を施した 部分の研 究を従来 通り着実 に続けつ

つ、 網掛けの ない部分 、すなわ ち音声言 語研究と 文字研究 を本格的 に確立する

必要 がある。 このうち 音声言語 研究の必 要性をい ち早く指 摘したの が、本学会

会長の 城生佰太 郎氏であ る。城生氏は 1 9 8 5 年の著作 の中で従 来の「文法」が事

実上「文
．
字言語 の法

．
」であったと 指摘し、文法論に 対置され た「音

．
声言語の法

．
」

とし ての「音 法論」の 必要性を 唱えてい る。文や 句といっ た文字言 語の単位に

とら われずに 音声言語 を研究す るために は、まず 音声言語 の単位を 確立する必

要があ る 1。実験という手 法を用い て音声言 語の単位 を確立す ることが、本学会

の挑む べき課題 のひとつ だと筆者 は考える 。  
本学 会が取り 組むべき もうひと つの重要 課題が文 字研究で ある。別 稿でも指

摘し たように 、「文字は 音声と並 ぶ言語記 号表現で あるが、 2 0 世紀の 言語学を

貫く ひとつの 理念とし て音声言 語中心主 義が存在 したため 、ソシュ ールやブル

ーム フィール ドを初め とする多 くの言語 学者が文 字という 記号表現 にほとんど

関心を 向けてこ なかった 」（池田 2 0 0 8 :  2）。音声に関 しては 、「①言語音 の産出

にかか わる生理 音声学  ( p h y s i o l o g i c a l  p h o n e t i c s )、②口唇より放 出された 後の段

階を扱 う音響音 声学  ( a c o u s t i c  p h o n e t i c s )、③聴覚器 官で受容 された後 、大脳に

おけ る聴覚情 報処理系 の営みに よって言 語音が認 知理解さ れるまで の段階を扱

う聴覚 音声学  ( a u d i t o r y  p h o n e t i c s )」（城生  2 0 0 6 :  5 5）という 3 つの分野 が確立

されて いるが、 文字につ いても同 様の研究 分野を確 立してい く必要があろう。  

この うち、② に対応す る分野は 筆記され た後の段 階を扱う 研究分野 となる。

筆記さ れたもの を「文献」と総称す るならば、この研 究分野は 文献学（ p h i l o l o g y）

に含 まれるこ とになる 。文献学 は数千年 の伝統を もつ学問 であり、 文字資料に
                                                        
1  城 生  ( 1 9 8 5 )  は 、音 声 言 語 の 単 位 と し て 呼 気 段 落 、頂 点 段 落 、意 義 段 落 等 を 提 示 し て

い る 。  
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基づ いて過去 の歴史や 文化の全 体像を描 き出すこ とを目的 とする。 この目的の

ため に、文献 学は文献 をあらゆ る角度か ら精査す る。その 作業の基 盤は、言う

まで もなく文 字の精査 である。 文献学に おける文 字の精査 とは、未 解読の文献

を対象 とする場 合、( a )無 限に異な る字形の 中から弁 別的な単 位を抽出すること

であり 、解読済 みの文字 で書かれ た文献を 対象とす るなら、 ( b )弁別的な単位を

同定し て個々の 文書を解 読するこ とであり、また ( c )弁別的で はないエ ティック

な字 形の異な り（異字 体など） の調査分 類に基づ き古文書 の年代や 書き手を推

定 す る こ と で あ る 。 ( a )は 文 字 の 解 読 、 ( b )は 文 書 の 解 読 、 ( c )は し ば し ば 古 文 書

学（ p a l e o g r a p h y）ないし 碑銘学（ e p i g r a p h y）と呼ば れるが 2、 ( a ) ( b ) ( c )を 合わせ

た研究 分野を指 す名称は 存在しな い。そこで、筆者は別稿（池田 2 0 0 6 :  3 3 1）で

これ を文献文 字学と呼 ぶことを 提案した 。したが って、文 献文字学 は新しい研

究 分 野 で は な く 、 い わ ば 古 く か ら 文 献 学 の 一 部 と し て 研 究 さ れ て き た ( a ) ( b ) ( c )

の総称 であると 言える 。そのため 、文献文 字学は基 本的には 実験研究 ではない 3。 

①と ③に対応 する分野 としては 、失読・ 失書の臨 床研究を 基盤とす る「神経

文字学 」が存在 する 4。したがって 、文字の 実験研究 と言えば 、この分野を指す

こと になる。 神経文字 学につい ては、主 に医学の 分野で失 読・失書 の臨床研究

にも とづく研 究の蓄積 があるが 、言語学 における 研究は皆 無に近い 。したがっ

て、 言語学の 立場から 文字の実 験研究を 行う意義 は大きく 、これが 本学会に課

された 使命のひ とつだと 筆者は考 える。  

言語 学の立場 から文字 の実験研 究に取り 組む場合 、少なく ともその 初期段階

におい ては 、文字の産出と 認知に同 じ重きを 置いて研 究するこ とにはな らない。

記号 の産出（ 話す）と 認知（聞 く）がほ ぼ同時に おこなわ れ、日常 的な伝達に

おいて は記号が 保存され ない音声 と異なり、文字の 場合、一般に記号 の産出（書

く） を度外視 しても文 字の研究 は可能で あり、実 際に文献 は文字の 産出プロセ

スを 度外視し て認知（ 読む）さ れること が多い。 それは、 文献研究 者が文字の

産出 過程に無 関心だか らではな い。文字 の産出過 程が分か ると文献 に関する理

解が 格段に深 まるため 、当然の ことなが ら文献研 究者は文 字の産出 過程に多大

な関 心をもっ ている。 しかし、 古代の文 献の場合 、文字の 産出過程 はもはや知

り得 ないし、 現代の文 献であっ ても文字 の産出と 認知には 通常時間 差があり、

産出 が個人の 営為であ るため、 研究者が 文字の産 出プロセ スを知り うるケース

はま れである 。そのた め、通常 は書く過 程を度外 視して、 文献とし て書かれた

結果 だけを読 むのであ る。した がって、 文字の実 験研究に おいても 書くプロセ

スよ り読むプ ロセスに 比重が置 かれても おかしく はないの だが、神 経文字学は

「読み 書き 」の実験研究 であり 、「書き 」と「読み 」それぞれ に特化し た研究分

野の名 称は存在 しない。そこで、筆者は別 稿（池田 2 0 0 6 :  3 3 1）で文字 の産出に

かか わる分野 を筆記文 字学、視 覚器官で 受容され た後、大 脳におけ る視覚情報

                                                        
2  こ れ ら の 用 語 は 分 野 や 関 心 に よ っ て 定 義 が 異 な る た め 、 明 確 な 線 引 き が 難 し い 。 詳

し く は 、 ナ ヴ ェ ー  ( 2 0 0 0 :  7 - 8 )  参 照 。  
3  た だ し 、 最 近 で は 粘 土 板 の 記 載 岩 石 学 的 分 析 ・ 化 学 的 分 析 や 羊 皮 紙 等 の D N A 鑑 定 に

よ っ て 文 書 の 出 自 を 探 る 研 究 な ど も 現 れ 、 文 献 文 字 学 に 実 験 的 手 法 を 採 り 入 れ る 試 み も
始 ま っ て い る 。  

4  詳 し く は 、 岩 田 ・ 河 村  ( 2 0 0 7 )  を 参 照 。  
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処理 系の営み によって 文字が認 知理解さ れるまで の段階を 扱う分野 を視覚文字

学と呼 び分ける ことを提 案したの である 5。  

これ を踏まえ ると、文 字の実験 研究にと って直近 の課題は 視覚文字 学の確立

であ ると言え る。その 第一歩と して、筆 者は文字 類型の視 覚文字学 的研究に取

り組 んでいる 。一例を 挙げると 、類型的 に異なる 視覚刺激 によって 誘発される

E R P の基本的な 特徴を虚 心坦懐に 探るべく 、被験者を 1 名に限定して 基礎実験

を実 施した。 具体的に は、灰色 の背景に 白の「□ 」をコン ピュータ の画面に映

して被 験者に見 せ、施行 内容に応 じて次の ような指 示を与え た 6。  
 

●  施 行 I： デ ィ ス プ レ イ に 現 れ る 図 形 を 頭 の 中 で 繰 り 返 し て く だ さ い 。 

●  施 行 I I：ディス プレイに 現れる文 字をカタ カナの「ロ」として口に出

さずに 読んでく ださい。  

●  施 行 I I I：ディ スプレイ に現れる 文字を漢 字の「口 」として 口に出さ

ずに読 んでくだ さい。  
 

本実 験の結果 、同一の 視覚刺激 であって も、それ をどう認 知するか によって異

なる 振り分け を脳が視 覚刺激処 理の早い 段階でお こなって いる可能 性が示唆さ

れた 。これを主 発点とし て、視覚刺激が誘 発する E R P の基礎 研究を今 後も続け 、

本学会 を舞台に 視覚文字 学の確立 を目指し たいと思 う。  
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An Overture for Experimental Graphetics 
 

Jun  IKEDA†  
 

I f  w e  a s s u m e  t h a t  a  s p o k e n  l a n g u a g e  a n d  i t s  w r i t t e n  c o u n t e r p a r t  a r e  e s s e n t i a l l y  

d i s t i n c t  e n t i t i e s ,  i t  t u r n s  o u t  t h a t  t h e  t w e n t i e t h  c e n t u r y  l i n g u i s t i c s  h a s  s t u d i e d  

m i s m a t c h i n g  a s p e c t s  o f  t h e m  ( s o u n d s  a n d  w r i t t e n  l a n g u a g e )  a n d  h a s  p a i d  l i t t l e  a t -

t e n t i o n  t o  t h e  r e m a i n i n g  a s p e c t s  ( w r i t i n g  a n d  s p o k e n  l a n g u a g e ) .  I n  o r d e r  t o  s o l v e  

t h i s  i n c o m p a t i b l e  s i t u a t i o n ,  w e  n e e d  t o  e s t a b l i s h  t h e  s c i e n c e  o f  w r i t i n g  ( g r a p h e t i c s )  

a n d  t h a t  o f  s p o k e n  l a n g u a g e .  B a s e d  o n  t h i s  s p i r i t ,  t h i s  p a p e r  a r g u e s  t h a t  t h e  J a p a n  

E x p e r i m e n t a l  L i n g u i s t i c s  S o c i e t y  s h o u l d  p l a y  a n  a c t i v e  r o l e  i n  e s t a b l i s h i n g  e x p e -

r i m e n t a l  g r a p h e t i c s  a n d  r e f e r  t o  I k e d a  ( 2 0 0 8 )  a s  a n  i n s t a n c e  o f  s u c h  e n d e a v o r.   
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